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スマホ・ケータイ利用の見直し活動 海外大学進学説明会 体の冷え対策で体調を整えましょう

各 部 情 報各 部 情 報各 部 情 報各 部 情 報

　11 月 26 日、27 日の２日間にわた
り、高校で「スマホ・ケータイ利用の
見直し活動」を実施しました。高校で
は 2021 年度から、当時の生徒たちが
議論を重ねて作成したルールに基づい
て校内でのスマホの利用が認められて
います。スマホは学習にも役立てるこ
とができる便利なツールではあります
が、依存になってしまうと生活に大き
く悪影響を与えるものです。今回は、
２日間校内でのスマホの使用を控える
ことで、生徒一人ひとりに日頃のスマ
ホの使い方を振り返り、スマホを自律
的に利用することの大切さを再考して
もらうことを目的としました。取り組
みの事前事後に意識調査を行ったほか、
生徒会本部、ICT 委員会が校内放送
での呼びかけを行いました。今回の取
り組みを機に生徒一人ひとりがスマホ
を適切に使用することを心掛け、また、
生徒集団として良好な学校の雰囲気を
形成していってほしいと思っています。

　この秋、本校では海外大学ロンドン大学
UCL（イギリス）、ブリティッシュ・コロンビ
ア大学（カナダ）、クイーンズランド工科大学
（オーストラリア）、トリニティー ･カレッジ ･
ダブリン（アイルランド）の担当者を招聘して、
4…回の海外大学進学説明会を行いました。各大
学担当者に、大学の入試に関する情報や学費の
話など、多くの保護者や生徒が直接、質問し、
担当者から出願・入学時の具体的なお話や、そ
れぞれの大学の魅力についてお話をいただきま
した。
　また、現在オーストラリアのメルボルン大学
（オーストラリア国内 1 位　QS 世界ランキン
グ 2025 で世界 13 位）に進学した本校卒業生２
名に来てもらい、実際の海外大学での学習や生
活などを在校生に伝える座談会を実施しました。
　こうした海外大学進学座談会や海外大学進学
説明会、夏期短期留学ホームステイプログラム
を通じて、高校卒業後に直接海外大学に進学す
る生徒が増えてきています。
　２月には夏期短期留学ホームステイ説明会を
行います。

　「寒いわけでもないのに手足が冷た
い」「手足が冷えて眠れない」「おなか
が冷えて下痢になりやすい」…。この
ような症状がある場合、「冷え性」の
可能性があります。体の冷えは、頭痛
やめまい、立ち眩み、肩こりなど、様々
な不調の原因になることも。
　体の冷え対策には、栄養バランスの
良い食事と適度な運動をすることで体
内に熱を作り出し、血液の流れを良く
することが大切です。また、下着を着
る、マフラーをするなど防寒対策を行
い、体を温めることも効果的です。さ
らに、ストレスをため込むと自律神経
のバランスが崩れ、体温調節機能がう
まく働かなくなります。自分なりの方
法で、上手にストレス解消をすると良
いでしょう。
　「冬だから」「体質だから」とあきら
めず、体を温める工夫をして寒い冬も
健康に過ごしましょう。

生徒部 国際部 保健室

　去る11月７日（木）に、本年度の芸術鑑賞会が中高ともに行わ
れました。
　記録を遡ると、本校の芸術鑑賞会は、開校３年目の1983 年６月
８日に本校体育館において、バリトン歌手の栗林義信さんらによる
音楽鑑賞会の開催に始まるようです。この年の11月８日には、同じ
く本校体育館で劇団あすなろによる観劇会も上演されています。翌
年も同様に音楽鑑賞会と観劇会を実施していますが、1985 年には
つくば市で開催された科学万博への見学が代替行事とされています。
　その後も本校で観劇会などが行われていますが、1989 年には初
めて「芸術鑑賞会」の名称を使用し、国立劇場において歌舞伎を
鑑賞しています。この行事の「増穂だより」の記事には、「３年に１
度くらい外での鑑賞会を実施したい」ともあります。
　1993 年からは柏市民文化会館において音楽・演劇などを鑑賞し、
1996 年には、故柳家小三治師匠らによる落語・演芸なども行われ
ています。
　現在のクラシック音楽・ミュージカル・古典芸能を都内の会場で
鑑賞する形態となったのは、2001年からです。この年オペラシティ
でオーケストラの演奏、翌年は中高わかれて劇団四季のミュージカ
ル、2003 年には歌舞伎座において先代３代目市川猿之助丈らによ
る「加

か が と び

賀鳶」などの演目を鑑賞しました。このように、都内の本格
的な会場で、よりレベルの高い芸術と親しむことを目的に開催され、

中高それぞれの3 年間で、これらを一巡して鑑賞できるようになっ
ています。例外的な催しとして、本校の創立 30 周年にあたった
2009 年には、柏市民文化会館において校歌の作詞・作曲者である
小椋佳さんによる公演という特別なプログラムが組まれました。
　今年度、中学生は国立能楽堂での狂言の鑑賞でした。まず 92
歳の人間国宝野村万作さんによる解説がありました。海外公演の話
などを通じて、言葉の壁を越えて伝わる狂言の芸が語られ、小舞も
披露されました。その後、「梟

ふくろう

山
やまぶし

伏」・「附
ぶ す

子」と演目が続きましたが、
生徒たちは大笑いしながら、鑑賞していました。以前の鑑賞会の際、
万作さんから「もう少し笑っていただいても」とのお話を受けたこと
もありましたが、今回は演者の方にも楽しんで鑑賞していることが
伝わったことでしょう。
　高校生は歌舞伎座でした。今回は歌舞伎座の工事により特別編
成の演目でした。最初の「ようこそ歌舞伎座へ」は映像も含めた
歌舞伎座の紹介で、歌舞伎への理解を深める入門編としては適切
な内容でした。続いて「三

さんにんきちさ

人吉三巴
ともえのしらなみ

白波」の「大
おおかわばた

川端庚
こうしんづか

申塚の場」
は、三人の盗賊が出会って義兄弟の契りを結ぶ有名な場で、河

かわたけ

竹
黙
も く あ み

阿弥作の七五調のセリフのリズム感も特徴となります。最後は
「石
しゃっきょう

橋」、５匹の獅子の精による狂舞で、後半の毛振りが見もので
す。短かいながらも、歌舞伎の魅力が凝縮された公演だったと聞い
ています。
　さて来年の芸術鑑賞会は劇団四季のミュージカル、中学は「ライ
オンキング」、高校は「美女と野獣」の予定です。
　お楽しみにお待ちください。

芸術への芸術への誘誘
いざないざな

いい
中学教頭 学年情報

　保護者の皆様におかれましては平素より
本校の教育活動へご理解ご協力を賜り、大
変感謝申し上げます。
　さて、先日の放課後学習時にメンターさん
と私が打ち合わせをしていると、１年生がい
つも通り帰り際に…“See… you!”…と声をかけて
くれました。するとそのメンターさんは驚い
た様子で「英語であいさつをするんですか？
今の子はすごいですね！」と。何気ない…“See…
you!”…ですが、確かに普通に考えると大人が
驚くようなことを子供達はサラッとできて
しまうんです。また探究発表の片付けなど
も、みんな嫌な顔をせず率先して手伝って
くれます。授業の時に「当たり前のことを
当たり前にする人がかっこいいんだよ」と子
供に伝えました。パイロットは制服を当たり
前のようにきちんと着こなすからかっこい
いし、体の不自由な人にサッと席を譲れる
人がかっこいいんです。自分も含め、大人
でもなかなかできない人はたくさんいます。
これからもかっこいい中 1 生が増えること
を期待しています。みなさん、よいお年を！

　夏休み以降、増穂祭、運動会、合唱祭
と大きな学校行事が実施され、数多く
の保護者の皆様にお越しいただき、本
当にありがとうございました。
　また、９月以降の部活動では、３年
生の引退によって中心学年となりまし
た。個人や集団として教室とは異なる
役割や表情、活躍が見られました。さ
まざまな活動の中で、ひとつ成し遂げ
るたびに大きく成長する彼らの姿はと
ても逞しく、特に合唱祭では、限られ
た時間の中で声を掛け合って練習に取
り組むなど昨年以上に成長した姿を感
じております。
　そして、この冬を越すといよいよ中学
最終学年である３年生になります。ここ
からの残り三ヶ月は、じっくりと学習に
取り組むとても重要な時期となります。
中学最上級生として良いスタートが切
れるよう、４月までに苦手科目の克服
と、何より日々の学習習慣をしっかり
と身につけさせたいと思っております。

　増穂祭、運動会、Web コン成果発表、
合唱祭と多くの保護者の皆様にお越し
いただき、ありがとうございました。
　生徒同士で話し合い、協力し、工夫
を重ねることで、それぞれの行事を立
派にやり遂げました。中学３年次の目
標にあるように、教員に依存せずに物
事を成し遂げる力を養いながら、個々
の興味関心に沿った活動を展開できま
した。生徒たちの間では勝ち負けも大
いに気になっていたようですが、思考
を廻らし、力を合わせて取り組んだか
らこそ、勝ち負けを超えた収穫があっ
たようです。一つの行事を終えるたび
に成長していく生徒たちの姿を目の当
たりにし、私たちも幸せな気持ちにな
りました。
　年が明ければ高校１年０学期が始ま
ります。高校生活への期待を膨らませ
つつ、卒業のその日まで、最上級生と
して立派な背中を見せてほしいと思い
ます。

中学１年
かっこいい中学生になろう

中学２年
次のステージに向けた準備を

中学 3年
自立に向けて

高校１年
挑戦的な経験に学ぶ

高校２年
「やってみる！試してみる！」

高校３年
15年後のより良い未来のために

　今年度４月から芝柏中高は、「学習支援
プログラム」を新たに導入しました。中高
合わせて７名の学生メンターが放課後に
常駐し、学習や進路支援を行う環境がで
きました。
　高校２年生では、学生メンターによる
「苦手克服」「ベネッセ模試対策」「学部学
科相談会」「英検２級対策」「自分でつく
る合格計画」など、様 な々イベントを実施
しました。また、定期的な学年集会、大
学説明会（10 校@芝柏）や大学キャンパ
スツアー（芝工大･明治大･国際医療福祉
大）、各種講演会「手帳・自己分析・志望
理由書・18 歳から始めるNISA」なども
実施し、お子様の世界を広げてきました。
　2月中旬には「外部来校の生徒探究発
表会（GSⅡ･SSⅡ )」や「高 1･2 合同の
探究発表会」と続いていきます。
　44 期生の指針は「前後際断と芝柏
Family」です。生徒・保護者・教職員全
員で、現在･未来で素敵な想い出を創り
ましょう。

　いつも本校の教育活動にご理解とご
協力をいただき、心より感謝申し上げ
ます。
　お子さま方はいよいよ進路実現に向
けた重要な時期を迎えています。不安
や緊張が高まるのは自然なことですが、
心身の健康を維持することが重要とな
りますので、規則正しい生活リズムの
サポートとバランスの取れた食事の提
供をお願い致します。これまでの先輩
達が示している通り現役生は本番当日
まで確実に伸びます。最後まで諦めず、
前を向いて努力を続けることが何より
重要です。15 年後のより良い未来を
描き、それに向けた一歩を踏み出すた
めの大切な期間として、この最終段階
を充実したものにしてもらいたいと願
っています。私たち教職員も、保護者
の皆さまとともにお子さまを支えてま
いります。引き続き温かいご支援とご
協力を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

　早いもので、今年の大きな学校行事が
ひと段落しました。生徒の皆さんが何か
手応えを掴んでいれば嬉しいのですが、
思い残すことが多い人たちもいることで
しょう。失敗から学ぶことは多くありま
す。来年はより良いものを目指せるとい
いですね。しかし一番大切なことは、挑
戦的な経験……例えば、一見無理なこと
に果敢に向かう経験、時を忘れて夢中に
なる経験、自分の進路（将来）について
深く考える経験などは、成功や失敗を問
わず、経験そのものが学びになっている
ということです。このような経験をたく
さんして下さい。
　高２カリキュラム選択を一つの契機に、
進路・学習に真剣に向き合う生徒が増え
てきました。行事でも進路・学習の場面
でも失敗を恐れず、挑戦的な経験を大切
にするチーム 45 期でありたいものです。
　保護者の皆さま、生徒たちの成長に向
けたサポートを引き続きよろしくお願い
します。



中  ３中  ３
ニュージーランドニュージーランド

中 中 １１　　

沖ノ島校外研修沖ノ島校外研修
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後援部活動報告
後援部部長

増穂祭 PTA各部門活動報告
PTA 会長

　後援部は PTAの会費の一部を芝柏の
生徒や教職員の教育環境に役立つように
支援の検討をしています。
　今年度支援の、カフェテリアのロールカ
ーテン、製氷機、電子レンジの設置はほ
ぼ全員の方に良い評価を受けております。
これからの支援も部員で考えて参ります。
　10月5日、６日の増穂祭では後援部は
例年通り後援部カフェを開かせて頂きまし
た。後援部カフェでは、アンケートを実施
し、ボールペンを差し上げました。2日間
で約 900人以上の方に来ていただき、ま
た、アンケートではたくさんのご意見をい
ただきました。皆様のご意見を参考として、
後援部で何が出来るのか、部員で考えて
参ります。今年も校長先生のビスケットの
売れ行きはすごく、毎日13 時ごろには売
切れとなりました。来年はもっとたくさん
発注する予定です。毎年新しい発見の出
来る増穂祭で、部員全員楽しみにしてい
ます。

　今年度も各部門が増穂祭を盛り上げ
てくれました。
小腹茶屋から満腹茶屋へ変更もアリ ?

高３部門

　高３PTA幹事は増穂祭時の活動として、
学年だけで部門をつくり「小腹茶屋」なる
食品の出展を行っています。調理無しの仕
入販売とはいえ“大変なのだろうな”の気
持ちと、“子どもが六年間お世話になった
親の集大成だ”の気持ちが半々でのスター
トとなりました。五月の担当決めから 10
月当日までの約半年間、大変だった事もも
ちろん（笑）ありました。ただ結果をみれ
ば文化祭実行委員会が希望した商品、品数、
数量、販売時間の全てを達成し、最終的に
は二日間共に完売という誇れる運営結果を
皆様へ報告いたします。完売後に撮った記
念写真は多少の疲労感と共に満足感、達成
感、充実感、団結感、そしてあふれる笑顔！
「小腹」ならぬ「満腹」を実感した活動に
なりました。私達高３部門の活動を支えて
くださった皆様には感謝申しあげます。

シバカシドッグとチュロスを販売！
飲食部門

　今年度は、恒例のシバカシドッグ（ホ
ットドッグ）に加え、チュロスを販売し
ました。ご購入くださった皆さま、あり
がとうございました。
　企画段階でスイーツを提供する団体が
少ないことが分かり、チュロスを追加す
ることにしました。両日とも早々に売
り切れてしまうほど好評で良かったので
すが、買いにきてくださった方全員にご
提供できなかったことが少し残念でした。
調理メンバーの計算され尽くした正確な
動き、販売メンバーの徹底した省力化策
のお陰で、無事に終えることができました。
　微力ではありますが、増穂祭を盛り上
げるお手伝い
ができ、充実
した２日間で
した。今年度
も有志の保護

　中３の新しいプログラムのニュージー
ランド研修旅行をやっと実現することが
できました。ホームステイをし、現地校
に通い、異なる文化を体験し、英語を用
いて積極的にコミュニケーションをとる
ことができました。
　生徒達は最初にホストファミリーや学
校でバディと会ったときは緊張していま
したが、４日間を共に過ごし、交流を深
め、最後は涙を流しながら、別れを惜し
んでいました。
　学校の最終日には、フェアウェルパー
ティーを開催していただき、修了証を受
け取り、短い期間ですが、海外の学校で
過ごした自分に自信を持つことができま
した。
　旅行最終日には、博物館を見学し、オ
ークランド市内を散策しながら、ショッ
ピングやランチをそれぞれ楽しみました。
　生徒は物怖じせずに英語でたくさんコ
ミュニケーションをとり、海外の人と交
流する楽しさを経験し、それを今後の英
語学習に活かしていけると思います。

　運動会委員長として、まずは今年の運
動会に参加してくださった全ての方々
に感謝の気持ちを伝えたいと思います。
特に、選手として全力を尽くしてくれた
みなさん、応援し続けてくれた皆さん、
そして支えてくれた生徒会の皆さんや
先生方、ありがとうございました。今年
の運動会は、どの競技も白熱した戦いが
繰り広げられ、観客席からもたくさんの
応援の声が聞こえました。それぞれが自
分の役割を果たし、チーム一丸となって
目標に向かって努力した姿がとても印
象的でした。この経験は、今後の学校生
活や人生において大きな財産となるこ
とでしょう。運動会を通して、協力の
大切さや、仲間との絆を改めて感じる
ことができたのではないでしょうか？
　今後も互いに支え合いながら、日々
の学校生活を楽しんでいきましょう！
　後輩のみんなへ、来年の運動会もま
た素晴らしいものにできるよう、みん
なで力を合わせて頑張ってください！
　本当にお疲れ様でした !

　11 月 16 日に SSH 公開研究授業を開
催しました。全国から約 80 名の教育関
係者が参加しました。午前の部では、５
教科＋情報の６科目、10 種類の授業公
開を通じて、教科における探究的な実践
について、参加者の皆様と研究討議をお
こないました。授業の質を向上するため
に、多くの視点や実践を共有することが
でき、大変有意義な時間となりました。
午後の部では、本校の生成AI の活用事
例紹介と参加者の皆様との意見交換会
をおこないました。意見交換会では探究
的な資質能力の育成について活発な議
論が繰り広げられました。今回得た様々
な知見を活かして、本校の教育活動をさ
らにより良くしていきたいと思います。

　中学1年生（26期生）が、11月12日（火）
に館山市沖ノ島にて校外学習を実施し
ました。
　芝柏に入学して初となるみんなでの
バス移動は、クラス会長が企画したレ
クで盛り上がり、あっという間の到着で
した。到着後、すぐに昼食をとりました。
なかなか食べることのできないマグロ
カツカレーを堪能して、大満足でした。
　沖ノ島ではNPO法人たてやま・海辺
の鑑定団による案内のもと、島内をグ
ルっと一周しました。台風 15 号から復
興した経緯や、今では映えスポットとし
て有名な洞窟は実は戦争中にできたも
のであること、遠くからみたら綺麗な海
も、近づくと様々なゴミが漂着してい
ることなど、自然の偉大さと課題につ
いて深く考えるきっかけとなりました。
　ここでの学びを中学 2 年でのグリー
ンスクール、中学 3 年での海外研修に
繋げていきたいと考えています。

　この度、第 45 回増穂祭において文化
祭実行委員長を務めさせていただいた長
田康汰です。
　今年度の文化祭のテーマは様々な事に
挑戦し、生徒一人ひとりが最高傑作の文
化祭にするという意味で「超戦」といた
しました。実際に来場者数は５４２５人
と過去最高の記録を達成することができ
ました。
　増穂祭は生徒の皆さん、そして教職員
の皆様、並びに多くの方々の多大なるご
協力のもと、成り立っております。この
場をお借りして、増穂祭の成功に携わっ
ていただいた皆様へ厚くお礼申し上げま
す。
　これからの増穂祭は今までの良いとこ
ろに加えて新しい取り組みへ挑戦し、不
易流行として成功に導くためにも今後と
も皆様のお力添えいただきたく思います。
　最後に、改めて第 45 回増穂祭の成功
に心より感謝申し上げます。ありがとう
ございました。

　こんにちは！…今年度中学文化祭実行
委員長を務めさせていただいた原田です。
今回の増穂祭には 5425人の方にご来場
いただき、ありがとうございました。今
回の増穂祭のテーマは「超戦〜最高傑
作が待っている〜」ということで、生徒
一人一人が前年の増穂祭を超える「超戦」
をしてほしいという、思いが込められて
いました。今回の増穂祭、中学生が初
めてMステに出演しMステ賞を取るな
ど中学生も思う存分「超戦」することが
できたのではないでしょうか。中学文実
としてはOPセレモニーと校内スタンプ
ラリーが大成功に終わり、とても満足い
く増穂祭にすることができました。一方
で課題点もまだまだあって、特に受付や
見回りなど来場者の方と接する場面では
まだまだ、伸びしろがあるなと感じます。
来年から私は高校生になり文実として活
動できる幅が大きくなるので、今年の委
員長としての経験を活かして来年こそは
来場者数 1万人を達成したいです。

潜在脳力の高め方～川谷先生講演会
文化委員長

　11月 30日、メンタルプロデューサー
の川谷潤太さんを招き、【潜在脳力の高
め方〜答えのない未来を生き抜く知恵と
コツ〜】とのテーマで文化講演会が開催
されました。意識の持ちようで、自分の
隠れた能力を発揮できるとの内容でした。
多くの保護者の方 、々一部の生徒にも参
加していただけました。川谷さんの巧み
な話術に引きこまれ、各所に軽いエクサ
サイズを交え、笑いの絶えないあっという
間の 90 分でした。参加者の方々には「興
味深い内容でした」と好評で、講演終了
後も質問の列が絶えず、時間ギリギリま
で、丁寧に質問に応えてくださる川谷さん
の姿が印象的でした。準備運営に携わっ
た皆様に心より感謝御礼申し上げます。

◇◇  研修旅行（中３）    研修旅行（中３）  ◇◇

◇◇  校外研修（中１）    校外研修（中１）  ◇◇

ニュージーランド研修旅行

中学 26 期　沖ノ島校外研修の実施 SSH 公開研究授業報告

第 45 回増穂祭　委員長挨拶
文化祭実行委員長

運動会を振り返って
運動会実行委員長

高校

超戦が終わって思うこと
文化祭実行委員長

中学 ◇◇    公開研究授業公開研究授業    ◇◇

者の方が、ボランティアとしてご協力く
ださいました。この場をお借りしてお礼
申し上げます。ありがとうございました。

来場者と同じ目線で
PR 部門

　PRのポスター制作に関しては構成、写
真選び、デコレーション等その時のポス
ターの行事等も振り返りながら楽しくや
っているのが印象的でした。来場者の方々
にノベルティグッズを渡したり、ポスタ
ーの説明であったりとコミュニケーショ
ンをとても自然に笑顔でやっておりまし
た。皆さん数年前は「私達も受験を考え、
不安もありながら芝柏に足をはこんだん
だなぁー」と思い出したのかもしれませ
ん。また、来場者より「生徒達が楽しく
文化祭をやっている」「お兄さん、お姉さ
んに優しくしてもらった」「楽しかった」
等の生の声を聞くと、改めて勉強だけの
進学校ではない、芝柏の良さを再認識さ
せられました。
ＰＴＡバザー 2024

バザー部門

　今年度は、販売対象から外れた制服生地
を利用するアップサイクル品の製作と販
売を企画し、シューキーパー・ブックカバ
ー・キーホルダー等 6種類の小物を手芸好
きの幹事たちで手作りしました。昨年大人
気の「くるくるレインボー」も再登場、制
服や日用品と一緒に販売し、多くの方にお
買い物を楽しんでいただけたと思います。
アップサイクル品も好評をいただき、幹事
36 名で力を合わせやりとげられたことは
貴重な経験になりました。保護者の皆さま
には、制服や日用品のご提供、当日は名札
やエコバッグの持参等ご協力いただきま
してありがとうございました。また、先生
方、文実の生徒さん、事務室・ＰＴＡ本部
役員の皆さまにも大変お世話になりまし
た。この場をお借りして御礼申し上げます。
ぐりさぽ活動案内
　ぐりーんさぽーたぁは月２回程度土曜日
の午前中（10：00 〜 12：00）に花壇整備
活動をしています。事前の申し込みや参加
連絡は不要です。お気軽にお越しください。
集合場所：学校事務室前の花壇付近
持 ち 物：作業着やエプロン・作業用手袋・

学校配布の名札
今後の活動日：1月 11 日、2月 1日・22 日、
… 3 月 8 日・22 日

●●    増 穂 祭増 穂 祭    ●● ●●    中学運動会中学運動会    ●●

（教育振興部）（教育振興部）
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　10 月に開催された新人戦地区大会
において、男子団体（波田野奏・今泉
智基・深澤和希・石川慶一）と男子個
人（波田野奏・石川慶一・小川和真）
が県予選へ進出し、その翌週の県大会
において男子団体が 36 射 22 中という
好成績を残すことができました。
　さらに個人戦では、２年生の波田野
奏が、11 月 23 日に東京武道館（綾瀬）
で行われる関東選抜大会、12 月 25 日
に三重県四日市市で行われる全国大会
への出場権を獲得しました。
　ここまで地道に練習を重ねてきたこ
との成果が表れ、大変嬉しく感じてお
ります。今後も、日々の練習を大切に
しながら、謙虚な気持ちで稽古に励ん
でいきたい
と考えてい
ます。

　高校野球部現 44 期（高２）チームは、秋季
千葉県大会にて予選を含めて４試合勝ち上がり
創部以来初のベスト16 に進出しました。この
結果の礎は、前 43 期（高３）チームにありま
す。主将梶本を中心に互いを信頼し、束になっ
て戦う意識を強く持ち、３回戦進出を果たしま
した。３回戦安房高校戦は吹奏楽部、ダンス部、
OB・OG、保護者等の応援を背に懸命に戦いま
したが、残念ながら逆転負けで敗退となりまし
た。しかし、立派に戦い抜いた高３生は後輩た
ちに“繋ぐ意識”と“勝つことの難しさ”を伝え
てくれたと思っております。（頑張れ受験勉強！）
　また、後援部のご支援を頂き、「ラプソード」
という投球・打球の計測分析を可能にするデ
ータトラッキング機器
も導入し、春以降の
更なる飛躍を目指しま
す！

　文化祭では体育館のステージで「芝
吹 Show… Stage!!」として「ジブリ曲集」
や「打上花火」等をお届けし、多くの
皆様のご来場をいただきました。
　11 月には柏市土地区青少年健全育成
推進協議会主催の音楽まつりに出演し、
「スーパーカリフラジリスティックエク
スピアリドーシャス」や「新宝島」を
披露しました。また、同じく 11 月のア
ンサンブルコンテスト東葛飾地区予選
では、中学３団体、高校２団体が出場し、
中学では銀賞を２つ、銅賞を１つ、高
校では銀賞と銅賞を１つずつ獲得いた
しました。
　現在は、12 月 22 日のクリスマスアン
サンブルに向けて練習に励んでいます。

　10 月 20 日に秀明大学で行われたジ
ュニアオリンピック県予選に中学男
子・中学女子が出場しました。男女と
もに勝利し、３月 26 日〜 30 日に千葉
県国際総合水泳場で開催される全国大
会への出場権を獲得しました。男子は
２年連続の出場、女子は 20 回目の出
場となります。

　11 月に城北高校で行われた全日本
ユース（U16）水球競技選手権大会関
東予選に千葉県選抜として、＜男子＞
中２南本大翔、＜女子＞中３金光左和
子、橋口果歩、高１北島都、大舘和花、
三上祐凛、加藤みなみ、村上友理が出
場しました。女子は、12 月 24 日〜 27
日に岡山県で開催される全国大会への
出場を決めました。

【将棋】
　高校１年生の中澤美佳さんが、県大
会の女子個人戦において、優勝しまし
た。12 月に栃木県で開催される関東
大会、１月に長崎県で開催される全国
新人大会に出場します。
【囲碁】
　高校１年生の藤井寛人君が県大会の
男子個人戦において、第３位に入賞し
ました。１月に茨城県で開催される関
東大会に出場します。
　応援よろしくお願いいたします。

　11 月に行われた千葉県新人ソフト
テニス大会において、女子個人戦で櫛
方・米田組（高１）が個人戦でベスト
32 に入り、春の県大会のシードを獲
得した。女子個人でシードを獲得した
のは芝柏史上初のことであり、ベスト
16 入りは惜しくも逃したが、今後の
更なる飛躍を期待できる内容であった。
星川・菊池組（高１）も県大会初出場
初勝利をあげており、春には団体戦で
も久しぶりの県大会を勝ち取り、ベス
ト 16 入りを目指せるように、この冬
を充実させていきたい。

弓道部水泳部

高校ソフトテニス部

囲碁将棋部

高校野球部吹奏楽部

新人戦男子個人　初の全国大会出場へ中学水泳部、全国大会出場 !!

高校ソフトテニス部活動報告

囲碁将棋部全国大会出場

秋季千葉県大会ベスト16進出！吹奏楽部活動報告


